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Ⅰ．はじめに

　介護人材不足が社会問題となる中，介護福祉
士養成施設数や介護学生数も年々減少傾向に
あり，公益財団法人介護福祉士養成施設協会

（2018）によれば,平成30年度の定員充足率は全
国で44.2％となっている．本学の介護福祉士養
成についても同様で，ここ数年定員充足率が低
い現状にある．
　藤野・市川（1990）；益川ら（2017）；津田

（2010）の研究では,「介護」について，「きつい」
「汚い」などというネガティブなイメージが根
深いことが指摘されている．そもそも中学生や
高校生などの若い世代にとって，介護はこれま
での生活体験にはないために，想像することも
正しく理解することも困難な領域であろう．し
たがって，これから介護を担う世代である中学
生や高校生に対して，正しく介護や介護の魅力
などについて理解してもらうような広報活動が
重要であると考える．
　そこで，介護や介護の魅力を中学生および高

校生に伝えること，本学の介護福祉士養成専攻
への入学促進などを目的とし，平成30年度に宮
城県介護従事者確保対策事業を展開した．堀江
ら（2017）の調査報告にもあるように,これま
でにも本学では，同事業の中で高校訪問や介護
の魅力をPRするような広報媒体の作成，広報
活動などを展開してきた．今回実施した事業内
容の一つは，中学生・高校生向けに介護福祉領
域のオーダーメイド型の出前授業を実施し，介
護の仕事や介護の魅力，進路について説明する
というものであった．また，大学主催のイベン
トの際に介護の魅力を伝えるブースを設け，中
学生・高校生，教員などに対してPR，広報資
料の配布などを通して介護の魅力を伝える普及
啓発活動を実施した．さらに，広報の基礎資料
にするために，介護に関する進学・就職，イメー
ジに関する調査を実施した．
　それらの事業内容の中で，1つ目に挙げた，
中学生・高校生向けのオーダーメイド型の出前
授業については，出前授業内容の例を「認知症
支援」「介護の魅力」「老化に関する講義」「ボディ
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メカニクス」「救急蘇生法」などというキーワー
ドと共に内容の説明文を加えるかたちで一例を
示し募集案内したが，学校側からの要望として
あったのは大別して2種類であった．1つは，介
護の仕事内容や魅力について，できれば身体を
動かせる内容を含めてほしいといったもの，も
う1つは，心肺蘇生についてである．
　今回は，その中でも介護の仕事内容や魅力に
ついて紹介した授業について実施状況を報告す
ると共に，授業の理解度や感想など，今後の出
前授業を展開する上での基礎資料とするために
実施した事後アンケート調査結果について報告
する．

Ⅱ．方法

１．授業の実施について 
１）対象

　宮城県内の中学校210校と高校102校へ，介
護福祉領域における出前授業の案内資料を郵
送し，申し込みのあった学校のうち，介護の
仕事内容や魅力についての授業を希望したA
中学校とB高校が今回の対象である．生徒数
は，A中学校の1年生105名，B高校の1年生
112名である．

２）授業の方法
　申し込みのあったA中学校とB高校の担当
教員と，何度かFAXや電話にて日程や教室，
生徒の状況，授業内容，授業時間等の調整を
図った上で，当日の出前授業を実施した．授
業は本学教員2名で行った．また，各授業に
おいて，補助学生として4～5名の本学学生も
同行した．

３）授業の概要
　A中学校では，総合学習の時間に「いろい
ろな職業を知る」というテーマの下，介護の
魅力などについて講義と演習を行ってほしい
という要望であった．また，B高校において
も総合の時間を利用し，介護の魅力や老化の
メカニズム，ボディメカニクスなどの講義と
演習を行ってほしいという要望であった．あ
る程度，内容は一任された．これらの要望を

受け，介護の仕事，介護の魅力などについて，
動画も活用しながら講義を行った．また，年
をとるとはどういうことか（高齢者体験），
立ち上がりの介助（介護体験）などについて
演習を展開した．

４）授業実施時期と実施教室
　A中学校は，平成30年11月7日（90分授業，
途中10分程度の休憩を含む），B高校は，平
成30年11月14日（50分授業）に実施した．な
お，教室は，A中学校は多目的ホール，B高
校は視聴覚室を使用して実施した．

２．本学が実施した事後アンケート調査について 
１）目的

　出前授業の振り返りから,今後の出前授業
や学生募集を行う際の参考とするために実施
する．

２）調査対象
　A中学校とB高校の出前授業に出席してい
た生徒を対象とした．

３）調査方法
　調査は無記名自記式の質問紙調査とし，授
業実施後に配布し回収した．

４）調査内容
　調査内容は，中学生・高校生の別，学年，
性別，授業内容の理解度，高齢者体験と介護
体験の感想，介護・福祉への興味・関心度，
介護・福祉関係の仕事への就職希望の有無，
意見・要望等であった．

５）倫理的配慮
　事後アンケート調査の実施については，あ
らかじめ各校の担当教員に調査の趣旨と目的,
アンケート内容等について説明し,了承を得
た上で行った．生徒本人に対しても同様に説
明し，回答は答えられる範囲の記入で構わな
いことを説明し，了承を得て実施した．

Ⅲ．結果

１．授業の実施状況
１）介護の仕事，介護の魅力についての講義

　福祉や介護とはどういうものなのか，介護
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福祉士をはじめとする介護福祉関係の専門
職，介護の仕事，役割，活躍の場，介護の魅
力などについて，イラストを加えたスライド
を用いながら，中学生や高校生向けに解説し
た．特に介護福祉関係の専門職や介護の仕事
内容などについては，宮城県介護人材確保協
議会制作の『ケアヒーローズ』の動画も一部
放映し,紹介した．動画を放映する前に，介
護のイメージや高齢者のイメージがどのよう
なものかを生徒に投げ掛けると，A中学校の
生徒はあまり反応がなかったが，B高校の生
徒からは活発な返答が会場から聞かれた．
　動画および講義の中では，介護福祉領域の
専門職は介護福祉士だけでなく様々な専門職
が協働している様子や，介護が単なるお世話
ではないこと，介護福祉士の働く職場や活躍
の場も多種多様であること，介護現場で働く
人の仕事のやりがいについての声などを紹介
した．

２）高齢者体験
　加齢により心身には様々な変化が表れる
が，今回は，身体バランスの低下体験，身体
的パワーの低下体験，椅子からの立ち上がり
体験の3つの高齢者体験を取り入れ，加齢に
よる心身の変化についての理解を促した．

（１）身体バランスの低下体験
　加齢に伴う身体バランスの低下体験とし
て，はじめに「開眼片足立ち」を行い，1分
間開眼した状態で片足で立ち続けることがで
きるかを行った．続いて「閉眼片足立ち」を
行い，1分間閉眼した状態で片足で立ち続け
ることができるかを体験した．開眼ではほぼ
全員がふらつくことなく立ち続けることがで
きたが，閉眼では1分以内にふらつき足をつ
いてしまう生徒も多かった．途中経過時間や
残り時間をカウントして伝えることで，生徒
たちは必死にふらつきをこらえ，終了後は笑
顔が多く見られた．
　この体験では，加齢による下肢筋力の低下
や身体バランスの低下に加え，我々がいかに
普段視覚からの情報を受け取っていて，その
視覚からの情報がいかに大切か，また加齢や

疾病・障害によりその視覚に何らかの支障が
生じた場合には，より身体のバランスを失い
やすく，歩行にも影響してしまうことなどを
解説した．

（２）身体的パワーの低下体験
　加齢による身体的パワーの低下体験とし
て，「床からの立ち上がり」を行った．はじ
めに，床に座り，全員で一斉にそこから立ち
上がった．床に手をついて立ち上がる生徒，
何の支えもなしに即座に立ち上がる生徒など
がいたことを指摘した．次に，2人1組になり，
1人が床に座っているもう1人の両肩に手を置
くか，おんぶされるようにして体重をかけ，
その状態から床に座っている人が立ち上がれ
るかどうかを体験した．実施に際しては，立
ち上がる側の人は決して無理をしないように
伝えたが，特に親しい間柄では互いに遠慮な
く，盛り上がりの声が聞かれた．
　この体験では，加齢に伴い全体的に身体の
パワーが低下し，人を背中に乗せているほど
の重みを感じ，床からのスムーズな立ち上が
りが困難になることを解説した．

（３）椅子からの立ち上がり体験
　加齢により関節が硬くなる体験として，椅
子からの立ち上がりを行った．はじめに，生
徒それぞれが椅子に座り，全員で一斉に立ち
上がり，特に問題なく全員が立ち上がれるこ
とを確認した．次に，足を前に放り出すよう
にして座った姿勢から立ち上がることができ
るかを体験したが，これはなかなか立ち上が
ることのできた生徒はいなかった．続いて，
2人1組になり，1人が椅子に座っているもう
1人の額に人差し指を当てる．そこから座っ
ている人は立ち上れるかどうかの体験を行っ
た．これもなかなか立ち上がれる生徒はおら
ず，生徒たちは，なぜなのかと興味津々であっ
た．
　これらの体験は，介護福祉士養成における
授業の中の「ボディメカニクス」の授業でも
よく行われる演習である．人間が自然に立ち
上がろうとするときには，重心移動の関係で，
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足を引き，お辞儀をするように前傾姿勢にな
る．お尻が浮いてきてはじめて立ち上がるこ
とができる．しかし，加齢に伴い，関節が硬
くなってくると，一つひとつの動作が遅くな
る．例えば，若い人が無意識に行っているこ
の立ち上がりの姿勢も，加齢で膝関節が硬く
なってくると，自分の足を引くこと自体が難

しい．また，自分の額を相手に1本の人差し
指で押さえられるだけで，前傾姿勢がとれな
くなる．結果，重心移動がスムーズにいかず，
立ち上がることが困難になる．こういったこ
とを生徒同士の体験の後に,川井（2014）に
よる参考資料を用いて解説すると,生徒たち
は真剣に聞き入っていた（資料１）．

３）介護体験
　介護体験というと，ベッドや車椅子などの
福祉用具を活用してできる内容のことを連想
しがちであるが，今回は与えられた環境の中
で容易にできることを紹介した．

（１）椅子に座っている人を楽に立ち上が　　　　　　
　　 らせる体験
　椅子からの立ち上がり体験を受け，椅子に
座っている人を楽に立ち上がらせる方法につ
いて改めて解説し，体験した．上述したよう
に，人間は足を引き，前傾姿勢をとりながら
立ち上がろうとするのであって，真上に立ち
上ろうとしても立てない．よって，介護者は
相手の足を引き，前傾姿勢をとらせ，人間の
自然な立ち上がりを意識しながらその動きに
沿うようにサポートをするだけで，その方の
力を引き出し，楽に立ち上がらせることがで

きる．こういったことを，実演しながら伝えた．
４）介護福祉の魅力を伝えるための動画視聴

　平成28年度宮城県介護従事者確保対策事業
の中で本学が作成した，介護福祉の魅力を伝
えるためのDVDを視聴した．

５）授業のまとめ
　最後に授業のまとめを行った．介護は特別
なことではない．加齢に伴い身体が思うよう
に動かず動作が遅くなったとしても，介護者
は相手の身になり，急かさず相手のペースに
合わせた声がけとさりげないサポートが必要
であること付け加えた．

２．事後アンケート調査の結果 
１）A中学校の結果
（１）対象者の基本属性
　A中学校では1年生100名から回答が得ら
れ，その内訳は，男性46名（46％），女性50

資料１　人間の自然な立ち上がり方ついての講義の様子（B 高校の授業より）
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名（50％），無回答4名（4％）であった（図1）．

（２）授業内容の理解度，感想
　当日の授業に関して，介護の仕事について
理解できたかとの問いには，「理解できた」
が62名（62％），「少し理解できた」が37名

（37％），「あまり理解できなかった」が1名
（1％），「理解できなかった」が0名（0％）で
あった（図2）．
　加齢に伴うからだの変化について理解で
きたかとの問いには，「理解できた」が74名

（74％），「少し理解できた」が22名（22％），
「あまり理解できなかった」が4名（4％），「理
解できなかった」が0名（0％）であった（図3）．
　高齢者体験・介護体験が楽しかったかとの
問いには，「楽しかった」が72名（72％），「ま
あ楽しかった」が24名（24％），「あまり楽し
くなかった」が4名（4％），「楽しくなかった」
が0名（0％）であった（図4）．

（３）介護・福祉への興味・関心など
　介護・福祉への興味・関心が持てたかとの
問いには，「持てた」が33名（33％），「少し
持てた」が61名（61％），「あまり持てなかっ
た」が6名（6％），「持てなかった」が0名（0％）
であった（図5）．

　また，授業を受けて，将来，介護・福祉関
係の仕事に就きたいと思ったかとの問いに
は，「就きたい」が3名（3％），「就くことを
少し考えた」が48名（48％），「就きたいと思
わない」が14名（14％），「わからない」が35
名（35％）であった（図6）．

（４）授業の感想，意見・要望等（自由記述）
　授業を受けての感想等は，ほとんどが前向
きな内容であった．「介護の仕事がよくわかっ
た」や「介護や福祉の中でもいろいろな職が
あって驚いた」などという講義に関する回答
が挙げられていた．また，「高齢になると身
体がきつくなるのがわかった」「お年寄りの
気持ちになれた」「体を動かすことは楽しかっ
た」「おじいちゃんやおばあちゃんのことを
自分の手で介護したいと思った」などと高齢
者体験や介護体験についての回答も挙げられ
ていた．さらに，「介護の見方，イメージが
変わった」「介護は大変としか思っていなかっ
たけれど，とてもやりがいがあり，楽しい仕
事なのだと思った」「介護の仕事に興味を持
つことができた」「介護を一生懸命にやって
いる人をかっこいいと思った」などと，介護・
福祉へ良い印象を持ち，興味・関心を寄せて
いる回答も多く挙げられていた．

介護福祉をテーマにした中高生向け出前授業
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２）B高校の結果
（１）対象者の基本属性
　B高校では1年生106名から回答が得られ，
その内訳は，男性86名（81％），女性17名

（16％），無回答3名（3％）であった（図7）．

（２）授業内容の理解度，感想
　当日の授業に関して，介護の仕事について
理解できたかとの問いには，「理解できた」が
61名（57％），「少し理解できた」が41名（39％），

「あまり理解できなかった」が2名（2％），「理
解できなかった」が2名（2％）であった（図8）．
　加齢に伴うからだの変化について理解でき
たかとの問いには，「理解できた」が72名（68％），

「少し理解できた」が30名（28％），「あまり理解
できなかった」が1名（1％），「理解できなかった」
が2名（2％），無回答が1名（1％）であった（図9）．
　高齢者体験・介護体験が楽しかったかとの
問いには，「楽しかった」が53名（50％），「ま
あ楽しかった」が44名（41％），「あまり楽し
くなかった」が4名（4％），「楽しくなかった」
が5名（5％）であった（図10）．

（３）介護・福祉への興味・関心など
　介護・福祉への興味・関心が持てたかとの問
いには，「持てた」が41名（39％），「少し持てた」
が45名（42％），「あまり持てなかった」が13名（12％），

「持てなかった」が7名（7％）であった（図11）．
　また，授業を受けて，将来，介護・福祉関
係の仕事に就きたいと思ったかとの問いには，

「就きたい」が8名（8％），「就くことを少し
考えた」が32名（30％），「就きたいと思わない」
が38名（36％），「わからない」が28名（26％）
であった（図12）．

（４）授業の感想，意見・要望等（自由記述）
　「介護の仕事がどういう仕事か知ることがで
きてよかった」「介護の仕事に対するやりがい
がどういったことなのかを知ることができた」
などという，講義に関する回答が挙げられていた．
また，「老人の苦労がわかった」「高齢者は身体
が変化してしまってつらいのだと思った」「身
体の使い方によって女性でも高齢者を起こした
りできるということを聞いて，すごいと思った」

「介護体験が楽しかった」などという，高齢者
体験・介護体験についての回答も挙げられてい
た．さらに，「この授業を受けて自分も人の役
に立ってみたいと思った」「介護・福祉の仕事は，
とても大変だというイメージしかなかったけれ
ど，おじいさんやおばあさんと話したり楽しさ
を感じながら，仕事ができることがわかった」

「話を聞いて興味が持てた」「介護の仕事も楽し
そうだと思った」などと，介護・福祉への印象
の変化を感じさせる回答が挙げられていた．
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Ⅳ．考察

　今回の対象について，A中学校の生徒は男女
比が約1対1，B高校は約8割が男子，普通科を
設置していない専門技術を学ぶ高校であった．
　授業では，福祉や介護についての講義や，介
護の仕事などについて解説したが，事後アンケー
ト調査では，介護の仕事について，「理解できた」

「少し理解できた」を合わせ，A中学校，B高
校共に100％に近い割合で理解できたと回答し
ていた．また，加齢に伴うからだの変化につい
ても，「理解できた」「少し理解できた」を合わ
せ，両校共に96％と，100％に近い割合で理解
できたと回答しており，講義や演習を通して，
ある程度の理解は得られたと推察される．
　一方で，高齢者体験・介護体験についての感
想として，「楽しかった」「まあ楽しかった」を
合わせると，A中学校もB高校も9割以上の人
が楽しかったと回答していたが，さらに内訳
をみると，「楽しかった」の割合がA中学校で
7割強，B高校では5割と，学校間で差が見られ
た．体験自体が易しい内容であったため，高校
生にはやや物足りなかったとも考えられる．ま
た，B高校の授業時間が50分間と，A中学校よ
りも短かったために体験時間もやや縮小して実
施したことも要因として考えられる．それでも，

「介護体験が楽しかった」の回答が多く見られ
たことや，加齢に伴うからだの変化について，
事後アンケート調査やB高校の振り返りシート
からも，生徒の理解を得ることができたことが
推察され，実際に身体を動かすような体験を通
して理解を促進する授業は，有効であると考え
られる．
　今回の授業を通して，介護・福祉への興味・
関心が持てたと回答した生徒は，「持てた」「少
し持てた」を合わせると，A中学校で約9割5分，
B高校では8割強と，興味・関心を引くことが
できた．また，事後アンケート調査の結果から
も，授業前までにはネガティブな介護イメージ
を持つ生徒も,授業後には，介護がポジティブ
なイメージに変化している傾向も示され，今回
の出前授業による効果は少なからず得られた
ものと考えられる．

　授業を受けて，将来介護・福祉関係の仕事に
「就きたい」「就くことを少し考えた」と回答し
た生徒は，合わせてA中学校で約半数，B高校
では4割弱であった．中学1年という学年では就
職はまだ先のことであり，「就きたいと思わない」
というよりも，「わからない」が目立って当然
の結果と考えられる．B高校は普通科を設置し
ていない専門技術を学ぶ高校であるため，高校
に入学する段階で，ある程度就職先の業種は絞
られている生徒も少なくないと推測される．そ
のような中で，中学1年・高校1年の段階で介護・
福祉関係の就職を少しでも考えた人がこれだけ
いたということは，介護・福祉に対する前向き
な感想からしても，授業効果として高いと考え
られる．
　なお，今回，B高校では，授業後に学校側で
振り返りシートを用いて出前授業で学んだこと
の振り返りを行ったと報告を得ている．その結
果によれば，高校生46名が，家族に同居してい
る高齢者がいると回答している．また，介護に
おいて必要なこととして，「相手のことを考え
ながら，コミュニケーションを取って接するこ
と」，「高齢者のニーズに応えること」，「思いや
り・優しさ・気遣い」，「知識」，「人と接する力
と判断力」など，多くの回答が挙げられていた．
お年寄りに対する接し方としては，「その人の
心に寄り添う形で」，「優しくゆっくりと接する」

「笑顔で接する」「明るく接する」「同じ目線になっ
て接する」などという回答が挙げられていた．

「今までは家族のことをあまり考えていなかっ
たけれど，改めて深く考えさせられた」という
感想もあり，今回の講義や体験を通じて，介護
は身近な問題であるということにも気づくこと
ができたものと推察される．
　さらに，B高校では，卒業後の進路で，介護
職や介護を学ぶ学校への進学を考えてみたいと
思ったと回答した生徒が9名おり，そのうち，「介
護の仕事に就いてみたいと思った」人は7名，「介
護について学ぶ学校に進学したいと思った」人
は3名，「リハビリなどの理学療法士になるため
の学校に進学したいと思った」人は1名であっ
た（複数回答）．
　出前授業の感想として，「最初はあまり興味
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がなかったけれど，話を聞いて楽しそうだと思っ
た」，「今まで介護のイメージはあまりよくなかっ
たが，今日の授業でイメージが少し変わった」，

「実際に高齢者が感じている感覚を体験するな
ど，見聞きしただけではわからないことを学ぶ
ことができてよかった」，「今日の話を聞いて，
さらに介護について分かったし，就いてみたい
と思った」など，多くの回答が挙げられていた．
　介護は一般に「大変な仕事」と受け止められ
がちであるが，今回の出前授業の実施後には，

「大変な仕事」だけでなく，「やりがいがあり，
楽しい仕事」でもあるというポジティブな見方
に変化している生徒も少なくなかった．このこ
とは，平成25年度に「宮城県福祉・介護人材確
保対策事業」の中で実施した高校出前授業の結
果についてまとめた庄子（2015）の報告の中で
もでも同様に示されている．
　介護は多くの人にとって必要に迫られなけれ
ば体験することのない領域であり，若い世代の
人にとってはなおさらである．実際に見聞し，
体験を通して介護にふれる機会を持つことが，
介護に対する理解への第一歩であり，「知るこ
と」により興味・関心やイメージアップにつな
がる可能性は高い．
　本学では，介護福祉の魅力を伝えるための高
校への出前授業はこれまでにも行ってきた実績
があるが，中学校への出前授業は今回が初めて
の試みであった．授業を行うにあたり，特に中
学生に対しては，よりわかりやすい言葉を使用
するよう心がけた．また，両校とも生徒が退屈
することなく，楽しいと思える授業を心がけた．
実際に「介護」は一言で説明できるようなもの
ではなく，また専門的知識や技術も必要とされ
る．1回の授業の中で十分に介護の仕事や魅力
を伝えることは難しい．しかし，今回のような
体験による楽しかった印象は，後の学習体験や
生活体験に出会い結びつけることができたとき
に，より興味・関心が湧き，専門的に学ぶ意欲
につながっていくのではないか．
　今回の対象であるA中学校とB高校の結果を
単純に比較することはできないが，学年が上が
るほど，生徒は介護のみならず介護以外の分野
の職業に関する知識もより多く得ることになる

であろう．それに伴い,自分の進路，就職に対
する意識や考え方も固まっていくのではないか
と考えられる．よって，介護福祉士養成を行う
本学としては，これまでのように直接志願者獲
得につながる高校への広報活動はもとより，高
校入学以前の学年を対象とした広報活動が必要
ではないか．具体的には，今後は小・中学生な
どのより低学年向けの出前授業などにも取り組
み，将来を長く見据えた介護福祉の普及・啓発
活動を展開していくことが求められると考える．

Ⅴ．まとめ

　今回，A中学校とB高校の生徒向けに介護福
祉領域のオーダーメイド型の出前授業を実施
し，その実施状況と事後アンケート調査の結果
を示した．
　授業では，福祉や介護についての講義や，介
護の仕事などについて解説したが，事後アンケー
ト調査から，介護の仕事について，A中学校，
B高校共にほぼ全員が概ね理解できたことが示
された．また，加齢に伴うからだの変化につい
ても，高齢者体験や介護体験の効果もあり，ほ
ぼ全員が概ね理解できたことが示された．高齢
者体験や介護体験については，多くの生徒が「楽
しかった」と感じており，このような体験型の
授業は，介護・福祉に関する理解の促進やポジ
ティブな介護イメージの向上につながり，実施
する意義が大きいと考えられる．
　ただし，中学生と高校生では，学習進度や理
解度が異なるほか，ものの感じ方も異なるため
に，同じ内容であっても伝え方や時間配分，介
入の仕方に今後工夫の余地があると考えられ
た．また，授業においては，中学生や高校生と
より年齢の近い補助学生をより前面に出し，生
徒と学生がふれあう時間を持たせることも有効
であると思われる．そのためには，補助学生へ
の事前指導を強化し，補助学生が主体的に介入
できる環境の設定が必要となる．
　介護人材を確保するためには，小・中学生な
どより低学年からの介護福祉教育，介護福祉の
普及啓発活動を行っていくことが今後求められ
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るであろう．
　今回の事業は，宮城県の介護従事者確保対策
事業の一環で実施したものであるが，今後も新
年度に入り要綱が提示されてからの開始となる
ため，各学校に募集案内できる時期が年度半ば
頃になる．各学校では前年度のうちに事業計画
を立てるために，本学としては実際に依頼を受
けるケースが少ないのが実情である．いかに介
護の普及・啓発活動の機会を増やしていくかは
今後の課題である．
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